
(57)【要約】

【課題】　ゼリー剤の被検体への塗布と超音波プローブ

への塗布と診断作業を交互に行うために、作業が煩わし

いという問題があった。

【解決手段】　超音波プローブ１が挿入される挿入孔２

の両側部に設けられた容器３、４は超音波プローブ１側

の側壁３ａ、４ａが低く、外壁３ｂ、４ｂが高く形成さ

れ、これらの容器３、４にそれぞれゼリー剤５が挿入さ

れ、又、このゼリー剤５と接触するようにローラ６、７

が装着され、これらのローラ６、７の表面には、ゼリー

剤５が浸透して、超音波プローブ１に塗布され易いよう

に、ローラ６、７の表面にスポンジ材が装着されている

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 接 触 さ せ て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 該 超 音 波 プ ロ ー ブ が 挿 入 さ
れ る 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、 該 挿 入 孔 の 両 側 に 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ 側 の 側 壁 が 低 く 形 成 さ れ た
ゼ リ ー 剤 を 入 れ る 容 器 と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 近 傍 に 一 部 が 接 触 す る よ う に 容 器 に
装 着 さ れ 、 該 容 器 の 底 部 に 溜 ま っ て い る 前 記 ゼ リ ー 剤 と 接 触 す る ロ ー ラ と か ら な り 、 前 記
超 音 波 プ ロ ー ブ を 前 記 挿 入 孔 で 上 下 し て 、 前 記 ロ ー ラ を 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ で 接 触 回 転 す
る こ と に よ り 、 前 記 ゼ リ ー 剤 を 前 記 容 器 と 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 間 か ら 前 記 超 音 波 プ ロ ー
ブ の 先 端 及 び 前 記 被 検 体 に 塗 布 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に ス ポ ン ジ を 装 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー
ブ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に 不 織 布 を 装 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に 布 材 を 装 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に ブ ラ シ 状 の 部 材 を 装 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 と 被 検 体 に 簡 単 に ゼ リ ー 剤 を 塗 布 す る こ と が で き る 超
音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ り 被 検 体 を 診 断 す る 場 合 、 超 音 波 振 動 子 を 内 蔵 し た 超 音 波 プ
ロ ー ブ を 被 検 体 に 接 触 さ せ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ で 送 受 信 し た 超 音 波 に よ り 被 検 体 を 診 断 す る
が 、 超 音 波 の 伝 達 を 良 く す る た め に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 接 触 部 及 び 被 検 体 に ゼ リ ー 剤 を 塗
布 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 多 数 箇 所 の 診 断 を す る 場 合 、 ゼ
リ ー 剤 の 被 検 体 へ の 塗 布 と 超 音 波 プ ロ ー ブ へ の 塗 布 と 診 断 作 業 を 交 互 に 行 う 必 要 が あ り 、
そ の 手 間 の た め に 、 作 業 時 間 が 長 く な り 、 作 業 が 煩 わ し い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 解 決 し よ う と す る 問 題 点 は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 ゼ リ ー 剤 の 被 検 体 へ の 塗 布 と
超 音 波 プ ロ ー ブ へ の 塗 布 と 診 断 作 業 を 交 互 に 行 う た め に 、 作 業 が 煩 わ し い と い う 問 題 が あ
っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ は 被 検 体 に 接 触 さ せ て 超 音 波 を 送 受 信 し 、 ゼ リ ー 剤 を 入 れ
る 容 器 は 超 音 波 プ ロ ー ブ が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 が 形 成 さ れ 、 挿 入 孔 の 両 側 に 前 記 超 音 波 プ ロ
ー ブ 側 の 側 壁 が 低 く 形 成 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 近 傍 に 一 部 が 接 触 す る よ う に 容 器 に
装 着 さ れ 、 ロ ー ラ は 容 器 の 底 部 に 溜 ま っ て い る ゼ リ ー 剤 と 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ 、 超 音
波 プ ロ ー ブ を 挿 入 孔 で 上 下 し て 、 ロ ー ラ を 超 音 波 プ ロ ー ブ で 接 触 回 転 す る こ と に よ り 、 ゼ
リ ー 剤 を 容 器 と 超 音 波 プ ロ ー ブ の 間 か ら 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 及 び 被 検 体 に 塗 布 す る も の
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で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ を 上 下 す る こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ
ー ブ の 側 部 に 形 成 さ れ た 容 器 に 装 着 さ れ て い る ロ ー ラ が 回 転 し 、 こ の ロ ー ラ に 付 着 し た ゼ
リ ー 剤 が 容 器 と 超 音 波 プ ロ ー ブ の 間 に 流 入 し て 、 ゼ リ ー 剤 が 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 及 び 被
検 体 に 取 付 部 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装
置 の 側 面 断 面 図 で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ が 挿 入 さ れ る 挿 入 孔 ２ の 両 側 部 に 設 け ら れ た 容 器 ３
、 ４ は 超 音 波 プ ロ ー ブ １ 側 の 側 壁 ３ ａ 、 ４ ａ が 低 く 、 外 壁 ３ ｂ 、 ４ ｂ が 高 く 形 成 さ れ 、 こ
れ ら の 容 器 ３ 、 ４ に そ れ ぞ れ ゼ リ ー 剤 ５ が 挿 入 さ れ 、 又 、 こ の ゼ リ ー 剤 ５ と 接 触 す る よ う
に ロ ー ラ ６ 、 ７ が 装 着 さ れ 、 又 、 こ れ ら の ロ ー ラ ６ 、 ７ は そ れ ぞ れ 回 転 軸 ６ ａ 、 ７ ａ で 回
転 す る よ う に 構 成 さ れ 、 さ ら に 、 こ れ ら の ロ ー ラ ６ 、 ７ の 表 面 に は 、 ゼ リ ー 剤 ５ が 浸 透 し
て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ に 塗 布 さ れ 易 い よ う に 、 ロ ー ラ ６ 、 ７ の 表 面 に ス ポ ン ジ 材 が 装 着 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 実 施 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 被 検 体
８ の 上 に 容 器 ３ 、 ４ が 接 触 す る よ う に 載 置 さ れ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 挿 入 孔 ２ の 中 で 上 下
す る と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 上 下 に よ る 摩 擦 に よ り ロ ー ラ ６ 、 ７ が 回 転 軸 ６ ａ 、 ６ ｂ で 回
転 し 、 ロ ー ラ ６ 、 ７ の 表 面 の ス ポ ン ジ に 浸 透 し て 塗 布 さ れ て い る ゼ リ ー 剤 ５ が ロ ー ラ ６ 、
７ と 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 間 を 通 っ て 被 検 体 ８ の 表 面 に 落 下 す る の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置
を 図 の 左 右 に 移 動 す る 事 に よ り 、 被 検 体 ８ の 表 面 及 び 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 接 触 面 １ ａ に 適
当 な 量 だ け 行 き 渡 っ て 塗 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 実 施 例 は 、 こ の よ う に 、 被 検 体 ８ の 表 面 や 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 接 触 面 １ ａ に 手 で 塗 布
す る こ と な く 、 簡 単 に 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 接 触 面 １ ａ や 被 検 体 ８ の 表 面 に 塗 布 さ れ る の で
、 作 業 能 率 が 非 常 に 向 上 す る と い う 利 点 が あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 ロ ー ラ ６ 、 ７ の 表 面 に ス ポ ン ジ 材 を 装 着 し て い る が 、 ス ポ ン ジ
材 の 代 わ り に 、 不 織 布 や 布 材 又 は ブ ラ シ 状 の 部 材 を 装 着 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 正 面 図 出 あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 側 面 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 の 動 作 を 示 し た 図 で あ る る
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 挿 入 孔
　 ３ 、 ４ 　 　 　 　 　 　 容 器
　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 ゼ リ ー 剤
　 ６ 、 ７ 　 　 　 　 　 　 ロ ー ラ
　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 被 検 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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要解决的问题：解决超声波检查包括由胶原剂交替施加在受试者上以及
超声波探头和诊断工作引起的繁重工作的问题。ŽSOLUTION：在插入超
声波探头1的插入口2的两侧部分上设置的容器3,4具有在超声波探头1侧
的低侧壁3a，4a和高外壁3b，4b，以及胶冻剂。图5中所示的容器分别
插入容器3,4中。安装滚轮6,7以与胶冻剂5接触，并且将海绵材料附接到
滚轮6,7的表面，使得胶冻剂5渗透到滚轮6,7的表面以容易地施加在滚轮
6,7的表面上。超声波探头1.Ž
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